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1.こ の図例の寸法単位は、「メートル」とする。

2.この図例は、通常北面又は東面して実施に適用する。

3.路下管絡が互いに交差する場合は、下水管渠以外のものは通常交差点における管線

路軸の高低により、上下を定める。

4.車道上に電柱のある所では、 t及び gは迂曲すること。

5.w、 g、 t、 i及びhは、 S、 Rの人孔の所では適宜に迂曲すること。

6.雨水、汚水取付管が、w、 g、 t、 i及びhに支障をきたすときは、道宜に上下す

る。                       ・

7.路面と埋設管の頂点との距離は、次のとおりとする。

①電気事業及び電気通信事業等の電線
。水道事業あ水管・ガス事業のガス管

。下水道

事業の本線以外の下水管については、

都市計画道路及びバス路線は、 1.2m以 上とする。
～ 一般車道及び歩道は、9.7m以上とする。

②下水道事業の本線については、

都市計画道路及びバス路線は、 1.2m以上とする。

それ以外の道路は、 1.Om以上とする。

③適用対象となる管路等の種類及び管径は別表のとおりとする。

④道路の舗装構成、土質の状態、交通状況及び道路改良等から適用
することが不適切

であると認められる場合は、従前の通り1.2m以上とする。

8.この図例における路下管線路の表示は、下表による。

支  線本  線路下管線種別

tT電 信 電 話 線

hHV電 圧 電 線

1電 灯 低 圧 線

WW水  道  管
rR雨  水  管
SS汚  水  管
gGガ  ス  管
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路幅内には、電柱を建柱 しないこととし、各戸引込線は直接又は共同法によること。1.
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ただ し、既設の電性がある場合は、 と。すは電性のある所でう曲すること。
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別表

(1)ガス事業
8鋼管 (」 Is G 3452)
gダクタイル鋳鉄管 (」 Is G
Bポリエテレン管 (JIs K

3 0 0 11ull以下のもの

300111111以下のもの

30011ょll以下のもの

3 0 0 11ull以下のもの

3 5 01ml以下のもの

3 0 0 11ull以下のもの

2 0 0 11ull以下で

外径/厚さ=11の もの

3 0 0 1ull以下のもの

300111阻以下のもの

300]ull以下のもの

3 0 0 1ull以下のもの

300皿皿以下のもの

2 5 0 11ull以下のもの

2 5 0 11ull以下のもの

3 0 0 1ull以下のもの

5526)

6774)

(2)水道事業
・鋼管 (」 Is G 3443)
・ダクタイル鋳鉄管 (JIs G 5526)
・硬質塩化ビ三ル管 (JIs K 6742)
・水道配水用ポリエチレン管

(引張降伏強度 2 0 4kgf/c∬以上)

(3)下水道事業
・ダクタイル鋳鉄管_(JIs G 5526)｀
・ヒューム管 (JIs A 5303)
。強化プラスチック複合管 (JIs A 53Ь O)
・硬質塩化ビエル管 (JIs K 6741)
、・陶管 (JIs R 1201)

(4)電気事業
・鋼管 (JIs G 3452)
。強化プラスチック複合管 (」 Is A
・耐衝華性硬質塩化ビニル管 (」 Is K
・コンクリート多孔管

(管材曲げ引張強度 5 4kgf/cゴ以上)

(5)電気通信事業
・硬質塩化ビニル管 (JIs K 6741)
。鋼管 (JIs G 3452)

01.25× 9条以下のもの

7 5 11ttll以下のもの

7 5 11ull以 下のもの

5350)

6741)






